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ontoblast precursors (未分化で核の極性の定まらない細胞) , prefunct ional preodontoｭ
blasts (細胞が円柱化し核も極在しつつあるが未だ象牙前質を形成するに至っていない細胞) , fun-




実験には体重 100 g の雄性ウィスター系ラットを用い頭部限局一回照射を行ない，上顎切歯唇側部象
牙質および象牙芽細胞を観察した。
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まず，ラットを対照群(非照射群)と 0.25 • 0.5 • 1 . 2.5 • 5 • 6 • 7 • 8 • 9 • 1 OG y 照射の実
験群に分け，照射後10 日 i乙屠殺した。 10Gy 照射群については，経時的観察のために照射後 3 • 5 • 7 
日に屠殺する群を追加した。摘出した左右上顎切歯は，通法iとより脱灰標本とし，残る半数はマイクロ
ラジオグラフィ一用の研磨標本とした。
各群の照射にあたっては，無麻酔下にて a群 5 匹のラットをアクリノレ製容器に固定し，照射を均一化
するために回転させながら照射した。照射には，日立実験用小動物X 線照射装置MBR-1505R を用い，
100kVp.4mA. フィ jレター: 0.1 凹 Cu+ 0.5 mm Al , 照射野: 1 Ocm ?. F S D : 30cmの条件下で照
射した。この際の HVL は 3.5 mmAl .実効電圧は 35.5 ke V であった。なお，照射時，照射台下部に指
頭型電離箱 (0.6cc ;IONEX 線量計Type 2500/ 3 )を置き，照射量をモニタ した。また，吸収
線量は， Mix-DP で作製した体重 100 g のラット頭部ファントム中での照射線量を測定し .R ← rad
変換係数を用いて算出した。
さらに. 2.5 • 5 • 10Gy 照射の各実験群と対照群については，テトラサイクリンによる時刻描記お
よび照射 3 . 5 日の電顕的観察をおこなった。
その結果，照射後10日の観察によって， 1 Gy 以上の線量照射で象牙質形成障害が認められたが，こ
の値は従来の報告よりも低線量であった。また，線量を増加させても変化の出現する部位には変動はな










光顕および電顕的観察では，乙のもっとも放射線感受性の高いpr e f u n c t i 0na1 p r e 0d0 nt 0b 1 asts 
は，日時の経過に伴って核および細胞質が変性した。
論文の審査結果の要旨
本研究は象牙質形成におよぼす放射線の影響についてラットを用い実験的に研究したものであるが，
まず象牙質形成障害が惹起される最小吸収線量について検討し，ついで放射線感受性がもっとも高く，
後日象牙質減形成を示すにいkる細胞は，照射時の前象牙質を形成する直前の細胞であることを明らか
にした。 以上は，放射線による象牙質の形成障害に関して重要な知見を得たものであり.特に歯牙硬組
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織形成に対する低線量照射の影響を検討する上で価値ある業績であると認める。よって本研究者は歯学
博士の学位を得る資格があると認める。
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